
●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

●業務の履行確認

利用者
サービス

①供用日・供用時間の遵守 ①岐阜市体育館条例及び施行規則に従い、開館日・
開館時間を遵守している。

②適切な人員配置 ②仕様書に即し、館の管理・運営が支障なく行えるよ
う所長、副所長が配置されているとともに、事業企画運
営、受付業務、施設管理業務等に従事する人員を計
画的に配置している。

③広報の方策 ③事業計画のとおり、広報ぎふ、ホームページ、チラ
シ等の媒体を活用して、広報活動を行っている。
・情報誌｢ハートフルスクエアーG｣でスポーツ教室につ
いて紹介した。
・ハートフルスクエアＧ情報案内板（モニター）で、ス
ポーツ教室受講生募集の案内を行っている。

④苦情への対応 ④下記の対応を行っている。
・アンケートを実施し、意見・要望・苦情を把握し、モニ
タリングシステムにより解決に向けて速やかに対応して
いる。
・アンケートのほかに職員が直接利用者に要望を伺
い、管理運営の改善に活かしている。

71.6

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

95.1

剣道場・空手道場 90.4 91.1 90.9 94.0 94.2各室
稼働
状況
（％）

多目的体育室 93.3 93.4 96.0 87.9

柔道場 70.8 65.7 72.5 72.5

利用者数（単位：人） 26,383 26,761 26,383 25,625 28,372

施設概要
開設年月　平成14年1月
多目的体育室、柔道場、剣道場、クライミングウォール

H30 上半期 H29 下半期 H29上半期 H28下半期 H28上半期

指定管理委託料（年額）  20,668,399円

施設の設置目的 　スポーツを振興し、市民の心身の健全な発達を図るため

指定管理者名 　公益財団法人　岐阜市教育文化振興事業団

指定期間 　平成29年4月1日　～　平成34年3月31日

選定方法 公募

平成30年度上半期指定管理者管理運営状況シート

施設名 　岐阜市体育ルーム 所管課 教育委員会　市民体育課

所在地 　岐阜市橋本町1－10－23　ハートフルスクエアーＧ1階

料金制 使用料

様式３様式３



施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
・迅速な修繕の実施
・指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

○職員による修繕
簡易な修繕については職員で行っている。
　・器具庫出入口の柱が器具出し入れ時に破損するこ
とを防ぐため、保護カバーを取り付けた。
　・卓球用ネットの修理
　・ロビーのテーブル修理
　・柔道場のミラー扉の修理
　・ロッカー室の衝立の修理
　・モップの点検修理

危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護 ①個人情報の保護
  関係法令に基づき、保護体制について窓口での表
示やホームページでの公開を実施。
・個人情報保護担当者を配置し、個人情報の保護の
徹底を図っている。

②非常時の対応策 ②非常時の対応策
・「応急手当協力事業所」に登録している。
・緊急時対応マニュアルを作成するほか、緊急連絡網
の作成、防災備品（緊急放送ラジオ、職員用ヘルメッ
ト、飲料水、寝袋）の常備など、万一の場合の対応に
備えている。
・職員を対象とした普通救命講習を実施している。

③関係法令の遵守 ③関係法令の遵守
　岐阜市体育館条例、同施行規則など、関係法令を
遵守して管理・運営している。

施設管理

①日常・定期清掃業務
②警備業務
③消防用設備

①②③
　ハートフルスクエアーG全体での管理のほか、ルーム
独自で清掃活動等を実施している。
　・多目的体育室の高所壁面清掃
　・剣道場の消臭作業
　・柔道場の畳の上に残る髪の毛などの清掃

④クライミングウォール維持管理 ④クライミングウォールの定期点検を実施（9月10日）
　壁面、ホールド、ロープ等を点検し異常なし
　指導員と連携して、職員が下記の対応をを迅速に実
施している。
　・ハーネス等安全器具の点検
　・劣化したロープの交換
　・マットのほつれ修理
　・クライミングウォール用サーチライトの清掃

⑤文化的活動 ⑤ロビーの美化
　体育ルームは、ハートフルスクエアーＧの東端に位
置しており、天井が低いため、人が集まるロビーを明
るくしようと職員で話し合い、職員が自宅から花を持
ち寄り、ロビーに飾ったところ、利用者からたいへん
良い評価をいただくことができた。その後、利用者か
らもお花を「飾ってください」といただくことがたびたび
あり、ロビーが明るい雰囲気になった。

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

指定事業・
自主事業

下記指定事業の実施
①体育館スポーツ教室

指定事業
①第1回スポーツ教室（4月～7月）　8種目16講座
　　受講者：442人 延べ参加者数：6,397人

②クライミングウォール個人使用に対応する指導者の配置 ②クライミング指導者出席状況
　毎週水、木（19時～21時）
　延べ52日100人



●利用者評価

(94.0%)
(98.0%)

(97.0%)
(97.0%)

(90.0%)
(96.0%)

(99.7%)

「不満」
・記載事項なし

〈主な意見〉
・講師への感謝。
・来ることが楽しみです。

「満足度」 61.2% 38.5% 0.0% 0.3% 0.0%

〈主な意見〉
・ありがとうございます。（多数）
・床が滑りやすい。（靴底滑り止めスプレーで対応）
・とても綺麗で使用しやすかった。施設が素晴らしく、冷房もあり大変満足
・その他感謝の言葉多数
・駅の近くで助かる。また、シャワー室があるので申し分ない。

②「利用者アンケート」（常設アンケート）
　回収枚数　4枚
○利用頻度区分
「初めて利用」1人、「複数回利用」3人

（いただいたご意見）
「初めて利用」
・職員の方が、ていねいで気持ちが良いです。

「複数回利用」
・いつも利用させていただいております。他の施設と違って、きれいで空調があるということは大変うれし
いです。これからもよろしくお願いします。
・お花が綺麗に飾ってあって、とても気分がよろしい施設です。
・貸し靴があって助かりました。

③スポーツ教室「受講者アンケート」
　回収枚数　267枚
○参加頻度区分
「初めて参加」66人、「2回目以上」 201人

大変満足 満足 ふつう 不満 大変不満

0.0%
複数回利用 60.0% 36.0% 4.0% 0.0% 0.0%

「施設環境」
初めて利用 73.0% 17.0% 10.0% 0.0%

0.0%
複数回利用 62.0% 35.0% 3.0% 0.0% 0.0%

「職員の対応」
初めて利用 70.0% 27.0% 3.0% 0.0%

利用者アンケートの
実施状況

①「利用者カード」（団体利用）
・すべての施設利用団体にアンケートを依頼。
・質問項目は、「利用頻度」「満足度」「職員の接遇」「設備の不備」「ご意見ご要望」

②「利用者アンケート」（常設アンケート）
・いつでもどなたでもご意見がいただけるように常設。
・質問項目「ご意見」「利用頻度」「性別」「年齢層区分」

③スポーツ教室「受講者アンケート」
・閉講時に受講者に依頼。
・質問項目「参加頻度」「きっかけ」「満足度」「満足できた・できなかった理由」「受講してみたい種目」「ご意見」

利用者アンケートの
実施結果

①「利用者カード」（団体利用）
　回収枚数　1,355枚
○利用頻度区分
「初めて利用」30団体、「複数回利用」 1,325団体

大変満足 満足 ふつう 不満

複数回利用 61.0% 37.0% 2.0% 0.0% 0.0%

大変不満
「満足度」
初めて利用 77.0% 17.0% 6.0% 0.0% 0.0%



●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価
委員会

A A A

A A A

A A A

A A A

A

A A A

A A A

A A A

A A A

A A A

A A A

A A A

A

A A A

A A A

A A A

A A A

A

①自主財源により市民サービスを向上します
②利用者の安全を第一に報告・連絡・相談をします

区分評価

区分評価

Ⅲ
効率性

事業計画書
の内容が、
管理経費の
縮減が図ら
れるものであ
ること

（1）指定管理経費の妥当性（サービスとコストの
バランスなど）

①コストをかけるサービスの優先順位
②コストをかけないサービス向上

（2）収支計画の妥当性 ①収入の考え方
②支出の考え方

（3）管理経費縮減の具体的方策 ①経費縮減目標の設定と問題意識の共有化
②再委託業務内容の見直しと長期継続契約の実施
③職員による維持管理業務の実施
④消耗品、通信運搬費の縮減
⑤光熱水料費等の縮減
⑥日常点検による早期発見・早期修繕の実施
⑦事後保全と予防保全のバランス

（4）その他指定管理者の提案によるもの

①多様で積極的な広報活動
②スポーツ教室の充実・拡大
③魅力ある自主事業の開催
④施設の多様な使用方法
⑤サークル化への支援

（5）サービスの質を確保するための体制、モニタ
リングなど

①モニタリングシステムによる声の収集

（6）施設の効用（設置目的）を最大限発揮できる
スタッフの配置

①組織体制
②人員配置計画

（7）その他指定管理者の提案によるもの ①施設の開館時間の柔軟対応

区分評価

Ⅱ
効果性

事業計画書
の内容が、
対象施設の
効用（設置
目的）を最大
限発揮する
ものであるこ
と

（1）既存業務の改善、工夫又は新規の魅力的
な提案の有無、内容

①スポーツ教室の充実・見直し
②体育館デーの充実
③自主企画事業の実施
④広報・宣伝活動の充実
⑤障がい者スポーツ支援事業

（2）利用者ニーズ、苦情などの把握方法及び対
応方策など

①モニタリングによる利用者ニーズ等の把握
②迅速な苦情等への対応
③市民体育課との協議
④館長会議での情報共有
⑤トラブルの未然防止策

（3）利用者に対するサービス向上の方策 ①窓口対応の方策
②プロモーションの方策
③設備の整備の方策

（4）利用促進、利用者増の方策

Ⅰ
公平性
透明性

住民の平等
利用が確保
されること

（1）平等利用を確保するための体制、モニタリン
グなど

①ユニバーサルなサービスの提供
②平等利用を確保するためのモニタリング

（2）情報公開、広報の方策 ①適切な情報公開の方策
②各種媒体を活用したタイムリーで積極的な情報提供
③「健幸づくり　ウォーキングマップ」の紹介
④他施設との連携を生かした情報提供

（3）個人情報を保護するための方策 ①個人情報の取り扱い
②個人情報保護体制の公表
③職員への周知徹底
④特定個人情報保護の取り扱い
⑤情報の管理

（4）その他指定管理者の提案によるもの ①体育館長会議の開催による市内全館の連携管理
②公平・公正な抽選の実施
③反社会的勢力への対応について

【体育ルーム】

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準

評　　価



指定
管理者

所管課
評価
委員会

A A A

A A A

A A A

A A A

A A A

A A A

A A A

A A A

A

A A A

A A A

A A A

A A A

A A A

A

Ⅴ
貢献性

事業計画書
の内容が、
岐阜市ある
いは施設が
ある特定の
地域（以下
「地元」とい
う。）の振
興、活性化
などに貢献
できるもので
あること

（1）地元の法人その他の団体の育成（一部業務
の再委託先）

①施設に関係する地元の団体・法人の育成
②地元法人への育成支援

（2）地元の住民、高齢者、障害者等の雇用 ①地元人材の雇用
②高齢者の雇用
③障がい者の雇用

（3）地元での資材等の調達 ①地元業者からの調達

（4）地元での社会活動等への参加 ①地元の社会活動への協力と参加
②岐阜市ぎふまち育て隊「岐阜版アダプトプログラム」
への協力と参加
③子ども１１０番の家への協力
④大規模災害等発生時には、市民の善意を被災地に
届けます

（5）その他指定管理者の提案によるもの ①山岳連盟との連携
②長良川大学への協力
③地元団体へのスポーツ用具貸出し
④こどもスマイルステーション

 区分評価

（5）スタッフの人材育成の方策 ①研修会の開催
②職場研修の実施
③資格取得の推進
④外部研修への参加

（7）リスクへの対応方策、利用者の安全確保策
（防止策、非常時の対応マニュアルなど）

①利用者への安全確保策
②事故防止対策
③非常時対応

（6）リスクへの対応能力（資金力、損害賠償能力
など）

①全国市長会総合賠償補償保険での対応
②スポーツ教室での保険加入
③クライミング利用者の保険の加入
④自主企画事業での保険の加入
⑤当事業団の資金力について

Ⅳ
安定性
安全性

事業計画書
に沿った管
理を安定し
て行う物的
能力、人的
能力を有し
ていること

（1）経営基盤の安定性 ①公益財団法人岐阜市教育文化振興事業団の経営
②公益法人として高い信頼性
③安定した財務内容

（2）スタッフ配置の妥当性 ①事業計画にある必要な研修を適宜受講している

（3）組織及びスタッフ（採用予定者も含む）の経
歴、保有する資格、ノウハウ、専門知識等

①専門性を持つ有能なスタッフ確保に努めている

（4）スタッフの管理、監督体制 ①目標の共有と達成に向けたチームワーク
②館長会議・施設長会議・館内会議による周知・徹底
③法令の遵守
④女性が働きやすい環境づくり
⑤ワーク・ライフ・バランスに配慮した職場環境の整備
⑥セクシャルハラスメント・パワーハラスメント対策
⑦メンタルヘルス対策
⑧報告・連絡・相談の徹底
⑨業務のマルチ化
⑩柔軟な勤務体制

（8）その他指定管理者の提案によるもの ①応援・連携体制の構築
②総合防除(ＩＰＭ)による環境衛生対策
③環境への配慮

 区分評価

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準

評　　価



●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

●所管課の意見

●指定管理者評価委員会の意見

○「指定管理者の選定基準に基づく評価」・「指定管理者の取組に対する自己評価について」

・評価項目については、事業計画書の内容どおり業務を遂行している。

○今後の方針について

・平成２９年度下半期に指摘したスポーツ教室の受講者数が向上傾向にあり、今後も継続し充実した教室を期待します。

・アンケートをとる等して利用者の声を聴きながら、施設の管理・運営に活かしていくとよい。
・スポーツ教室の種目内容について、利用者のニーズを踏まえながら、必要に応じて見直していけるとよい。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

○柔道場は畳であるため多目的な利用には向きませんが、小さな子どもや障がいを持った方の軽い運
動には適しています。そのような団体への声かけを実行し、平日の昼間の利用に結び付いています。

○クライミングウォールの講師は、岐阜県山岳連盟から派遣していただいております。特に子どもの指導
については安全確保のため、厳しい面もあり、保護者からは良い評価を受けております。

今後の取組み

(Ⅱ-(1)-①、(4)-②）
 ・受講者拡大のため、スポーツ教室の実施種目の見直しに取り組みます。

(Ⅱ-(1)(4)、Ⅴ-(5)-①)
・岐阜県山岳連盟と連携を図りながら、 クライミング指導者レベルアップ講座などの新規講座開催に向
けての検討をすすめます。

今期の取り組みに対
する評価

(Ⅴ-(4)-①)
・柔道場の利用について、畳であることや空調が入ることから、障がい者の方々の体操等にも適して
いるとの声かけを積極的に行い、新規の団体（3団体）が定期的にご利用いただけるようになりまし
た。

・その他の評価項目については、事業計画書の内容通り履行している。


